
衛生管理者免許試験 公表問題 
 

労働衛生（有害業務に係るもの以外） 
 

 

① 温熱条件 

② 視環境 

③ 必要換気量 

④ 快適職場 

⑤ 労働安全衛生マネジメントシステム 

⑥ 腰痛予防対策 

⑦ 受動喫煙防止のガイドライン 

⑧ 食中毒 

⑨ 感染症 

⑩ 情報機器作業 

⑪ 労働衛生対策 

⑫ 健康保持増進 

⑬ メンタルヘスル対策 

⑭ エイジフレンドリー 

⑮ 健康診断の検査項目 

⑯ 労働衛生管理統計 

⑰ 脳血管障害・虚血性心疾患 

⑱ 一次救命処置 

⑲ 出血・止血法 

⑳ 熱傷 

㉑ 骨折 
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 ⑨ 感染症（労働衛生 有害業務に係るもの以外） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 6 年 10月】 

【 問３８ 】 感染症に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

（１）感染が成立し、症状が現れるまでの人をキャリアといい、感染したことに気付かずに病原体を

ばらまく感染源になることがある。  

（２）インフルエンザウイルスにはＡ型、Ｂ型及びＣ型の三つの型があるが、流行の原因となるのは、

主として、Ａ型及びＢ型である。  

（３）インフルエンザ発症後のウイルスの排出期間は、一般的に７日間程度であるが、この間、排出

されるウイルスの量は、解熱してもほとんど変化しない。  

（４）結核は、初期症状は風邪とよく似ているが、２週間以上続く咳や痰及び微熱や倦怠感がある。  

（５）風しんは、発熱、発疹、リンパ節腫脹を特徴とするウイルス性発疹症で、免疫のない女性が妊

娠初期に風しんにかかると、胎児に感染し出生児が先天性風しん症候群 （ＣＲＳ）となる危険性

がある。 

 

 

▶▶解説◀◀  

（１）（２）（４）（５）正しい  

（３）誤り：「解熱してもほとんど変化しない」⇒「解熱とともに減少する」 

＊解答＊  （３） 

 

 

 

【令和 5 年 4月】 

【 問３９ 】 感染症に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。  

（１）人間の抵抗力が低下した場合は、通常、多くの人には影響を及ぼさない病原体が病気を発症さ

せることがあり、これを日和見感染という。 

（２）感染が成立しているが、症状が現れない状態が継続することを不顕性感染という。 

（３）感染が成立し、症状が現れるまでの人をキャリアといい、感染したことに気付かずに病原体を

ばらまく感染源になることがある。 

（４）感染源の人が咳やくしゃみをして、唾液などに混じった病原体が飛散することにより感染する

ことを空気感染といい、インフルエンザや普通感冒の代表的な感染経路である。 

（５）インフルエンザウイルスにはＡ型、Ｂ型及びＣ型の三つの型があるが、流行の原因となるのは、

主として、Ａ型及びＢ型である。  

 

▶▶解説◀◀ 

（１）（２）（３）（５）正しい 

（４）誤り：「空気感染」⇒「飛沫感染」 

＊解答＊ （４） 



 

Page  2  

 ⑨ 感染症（労働衛生 有害業務に係るもの以外） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 4 年 4月】 

【 問４０ 】 感染症に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。  

（１）人間の抵抗力が低下した場合は、通常、多くの人には影響を及ぼさない病原体が病気を発症さ

せることがあり、これを不顕性感染という。 

（２）感染が成立し、症状が現れるまでの人をキャリアといい、感染したことに気付かずに病原体を

ばらまく感染源になることがある。  

（３）微生物を含む飛沫の水分が蒸発して、５µｍ以下の小粒子として長時間空気中に浮遊し、空調な

どを通じて感染することを空気感染という。 

（４）風しんは、発熱、発疹、リンパ節腫脹を特徴とするウイルス性発疹症で、 免疫のない女性が妊

娠初期に風しんにかかると、胎児に感染し出生児が先天性風しん症候群（ＣＲＳ）となる危険性

がある。 

（５）インフルエンザウイルスにはＡ型、Ｂ型及びＣ型の三つの型があるが、流行の原因となるのは、

主として、Ａ型及びＢ型である。  

 

▶▶解説◀◀ 

（１）誤り：「不顕性感染」⇒「日和見感染」 

（２）（３）（４）（５）正しい 

＊解答＊ （１） 


